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岩本　貴永

草の根プロジェクト 2018年度活動報告

　2018 年度は合計 73 件のアウトリーチ教育
プログラムを実施した。今年度は実施当日の異
常な猛暑や台風、雪のために中止となったワー
クショップや出張博物館が 3 件あったため、
これらを含めると 76 件となる。2007 年度に
最も多い 82件を数えた後、2011 年度には 40
件ほどに落ち込んだが、徐々に実施件数は増加
し 2015 年度以降は、４年連続で 70 件を越え
た。実際にはさらに多くの問い合わせが入って
おり、10 月中に国際学生訪問ワークショップ
プログラム（以下、国際学生訪問WSP)、異
文化協働体験ワークショッププログラム（異文
化協働体験WSP) の両プログラム、さらに１
月に世界の実物体験ワークショッププログラム
（以下、世界の実物体験WSP)、世界の遊びと
衣装の出張博物館プログラム（以下、出張博物
館 P）の両プログラムの受付は停止し、ホーム
ページ上で告知を行った。問い合わせの増加や
新たなクライアントの獲得は、本プロジェクト
の活動がより広く受け入れられていることの
現れであるといえよう。
　こうした変化は 2017 年度の活動開始 20 周
年を機に行った広報活動の改善が契機になって
いるものと考えられる。一方で、受け入れられ
る依頼にも限界があり、より効率的に対応する

必要性を認識した１年でもあった。本稿では、
2018 年度の総括として、こうした広報活動と
依頼の受け入れについて振り返り検討する。

広報活動の展開

　活動開始から 20周年を迎えた 2017 年度に
アウトリーチ教育プログラムの再編を行い、そ
れに合わせてパンフレットとホームページの
リニューアルを行った。新しいホームページ
（http://www2.obirin.ac.jp/kusanone/）は、
2017 年度 6月 29 日に公開した。2017 年 12
月からはGoogle アナリティクスによる本格
的なホームページへのアクセスに関するデータ
収集を始めた。これによると、2019 年４月２
日までの間のページビュー数（ホームページ内
のページが表示された回数）は16195回であっ
た。神奈川県や東京都からのアクセスが最も多
いが、大阪や京都、名古屋等の都市圏を中心に
した日本各地のほか、さらには一部国外からの
アクセスも見られた。ホームページでは、アウ
トリーチ教育プログラムの内容や実施に際して
必要な注意事項のほか、これまでの活動実績、
構成メンバー、連絡先等の基本的な情報を公開
している。また、ワークショップや出張博物館

アウトリーチ教育コーディネーター兼
エデュケーター

の実施報告、一般公開で実施する活動やアウト
リーチ教育プログラムに関する情報の告知を中
心にブログ形式で記事を随時追加しており、記
事は 4月２日時点で合計 85件となった。本プ
ロジェクトでは、Facebook ページ（https://
www.facebook.com/kusanoneproject/）も
開設しており、ホームページと緊密な連携をは
かっている。ホームページで記事を公開した際
には Facebook ページにおいてもシェアして
いる。
　また、直接本プロジェクトの活動を紹介する
ものではないが、Youtube では本プロジェクト
のチャンネル（https://www.youtube.com/
channel/UC6cwFFTFsIx2F3AmISesQvQ）
を開設している。ここでは、所有しているさま
ざまなコマの回し方を説明する２～３分の動画
６本をワークショップの補助的な教材として公
開している。これらの再生回数は約11000回（4
月2日時点）となっている。元々はワークショッ
プで使用するコマの回し方を映像で学習者に説
明するために制作したものであった。これらを
ワークショップの中で学習者に見せるだけでな
く、動画にアクセスするQRコードを学習者
に配布するハンドアウトや出張博物館のワーク
シート等に掲載し、いつでも見ることができる

ようにした。これらの動画はホームページ上か
らも容易にアクセスできるよう専用のページを
設けており、QRコードだけでなく多様な手段
でアクセスされているようである。こうしたオ
ンライン上の広報活動が充実したためか、ホー
ムページを通じて本プロジェクトの存在が認知
され、初めて依頼に至ったクライアントも見ら
れた。
　このように新たなクライアントが増えていく
ことは望ましいことであるが、一方で、異文化
発見キット貸出プログラム（以下、貸出 P）を
除いたワークショップや出張博物館の実施には
限界がある。特に、毎年 10 ～ 11 月は依頼が
集中しやすい本プロジェクトにとっての “繁忙
期 ”にあたり、３～４週連続して週末にワーク
ショップや出張博物館を実施することは珍しく
ない。次には、貸出 Pを除いた４つのプログ
ラムの実施に関するキャパシティや今後の対応
方法について述べていく。

プログラムごとの実情と対策

　はじめに、留学生の参加が必須である国際学
生訪問WSP と異文化協働体験WSP である。
これら２つは、前提としてクライアントの希望
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草の根プロジェクトが制作・公開しているメディアの一覧図
印刷・製本やサーバーの運営を除いて全て内製している



日程に対し、留学生が授業やアルバイトの予定
が入っていないこと、そしてエデュケーター（清
水先生）のスケジュールにも合致しなければな
らない。また、準備のプロセスにおいても、留
学生一人ひとりが目標と内容を理解し、それぞ
れがどんな役割を果たすのか共通理解を形成し
なければならない。終了後も現場における実践
をエデュケーターとともに振り返り、今後の改
善につなげるだけでなく、留学生自身の日本の
学校教育現場における活動を通じた学びを支援
している。こうしたサイクルを学期中に繰り返
していくには、スケジュールの過密化が障害と
なる。どんなに多くても月間３～ 4件程度に
絞らざるを得ない。単に多くの依頼をこなすの
ではなく、一つ一つの依頼に丁寧に対応し、留
学生の学びにもつなげていくためには、今後も
これらのプログラムに関しては、ある程度絞り
込んで対応していく必要があるだろう。
　次に出張博物館 Pである。実施には複数の
学生スタッフが必要であり、特に２～３月の長
期休暇中の依頼に対しては、人員確保の面で準
備に不安が伴う。そのため、2018 年度は、こ
の間に 3件の予定が入った１月の時点で、受
付を締め切ることとした。2019 年 3月にこれ
まで中核を担ってきた学生たちが卒業を迎え、
春休み中に進学や就職の準備により参加を見込
むことができなかったのが大きな要因である。
そのため、既存のメンバーだけでなく、未経験
の学生たちの参加を受け入れることで乗り切る
こととした。彼らは、さまざまな授業を通じ本
プロジェクトに触れることで、学生スタッフと
しての活動に興味を持っているものの、現場に
立ったことはなかった。しかし、長期休暇中に
も研修を行うことで実践に貢献してくれた。
　出張博物館はスケジュール上は対応可能で
あっても、このように学生の人数によって実施
を検討せざるをえない場合がある。この問題に
対しては、展示する資料のバリエーションを運
営に当たる人員の人数を調整することによって
対応していく。2018 年度の２～３月に実施し
た出張博物館では、計画の段階から人員がある
程度確保できた場合から、最小限の人数で運営

する場合まで検討していた。今後も運営に参加
可能な人数の幅に応じた準備をしていく。
　最後に、世界の実物体験WSPである。これ
は、他のプログラムと比較して日程調整が容易
である。留学生の参加を必要としないことから、
内容によっては、エデュケーターのスケジュー
ルのみをクライアントと調整することで日程を
決定することが可能である。また、実施に際し
て学生のサポートを必要とする内容であったと
しても、その役割を周辺的なものに限定するこ
とで、事前準備に必要な時間を最小限にとどめ
ることができるワークショップのプログラムを
準備したい。これにより、さほどワークショッ
プにおける学習支援に習熟していない学生でも
参加することができる。このように、学生の有
無によらないワークショップの内容を準備して
おくことで、さらに幅広い依頼に対応できるよ
うになるであろう。後述するが、ワークショッ
プのパッケージメニュー化を実施する際に、こ
うした視点から省力化したメニューも用意して
おくことで柔軟に対応していきたい。
　実際、世界の実物体験WSPは、他のプログ
ラムへの依頼に対するバックアップとしての役
割を既に果たしつつある。例えば、国際学生訪
問WSPの依頼があっても、それに応えられな
い場合の代案として世界の実物体験WSPをク
ライアントに提案するしている。こうした事例
は、今後さらに増えていくであろう。
　今後もオンラインのメディアはもちろん、従
来からのニュースレターを活用した広報活動を
継続していく。実際にアウトリーチ教育プログ
ラムの依頼が増えていった場合でも、しばらく
は上記のような方針で対応することができると
考えられる。ただ、やみくもに実施回数を増や
していくのではなく、アウトリーチ教育プログ
ラムの意義を理解し、信頼し合うことができる
クライアントを増やしていくことで、教育活動
の効果を高めたい。そうした実践を今後も積み
重ねることで、地域における国際的な教育をユ
ニークな形でリードする存在として認知され、
本学の価値の向上に貢献することにつながるで
あろう。

ワークショップのパッケージメニュー化

　既に述べた通り、2019 年度に向けてワーク
ショップのパッケージメニュー化に取り組み始
めている。これは、国際学生訪問WSP、異文
化協働体験WSP、世界の実物体験WSPを対
象に行うもので、これら３つのプログラムの共
通点は、本プロジェクトが教育現場を訪問し、
ワークショップ型の学習活動を実施するという
ものである。それぞれに、ヒト・モノの特徴を
活かした学習活動を提供するものである。実際
にどのような活動をするのかという点について
は、明確な型を示す機会が少なかった。2017
年度に制作したアウトリーチ教育プログラム利
用ガイドでは、それぞれのプログラムの代表的
な事例を示したが、実際にはバリエーションが
あり、クライアントの要望を聴きながら内容を
組み立てて提案し、実行していた。しかし、こ
れまで未就学児から大学生まで幅広い世代に多
くのワークショップを実施してきた経験から、
発達段階に応じた目標と活動内容を整理するこ
とで、年齢に応じたワークショップをパッケー
ジ化することができるのではないか、という着
想が得られた。これが実現できれば、問い合わ
せの段階でクライアント側が希望のパッケージ
を選択することで、打ち合わせが容易になるほ

か、ワークショップ実施後の学習計画を立てや
すくなるものと考えられる。ほかにも、複数の
メニューを本プロジェクトのメディアで公開す
ることで、ワークショップの内容を可視化し、
クライアントが検討しやすくなったり、本プロ
ジェクトにおいても準備で必要な作業をパター
ン化し、限られた人的・時間的リソースを有効
に活用することができるようになるであろう。
　６頁からの清水先生による「ワークショップ
による学びを子どもの発達から考える　発達に
応じた異文化間能力の育成を目指して」では、
本プロジェクトのワークショップにおけるねら
いを「多様性の理解」と「聴く＋協働」の二つ
に整理し、発達段階ごとにどのような内容が有
効なのか、パッケージ化する上での考え方につ
いてが述べられている。今後はこれに基づき、
今までワークショップの中で実践してきた多種
多様なアクティビティを再構成し、新しいメ
ニューとして追加していく。　　
　2019 年度春の段階では小学校１～２、３～
４、５～ 6年生と中高生の４段階に分け、そ
れぞれ１つずつ計４つのメニューを公開する
（10 ～ 11 頁参照）。また、本プロジェクトは
学校だけでなく、社会教育施設をはじめとした
学校以外の教育現場とも数多く連携してきた。
今後は社会教育施設向けのメニューも開発・公
開する予定である。
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各プログラムならではの特徴的な体験
と学びがあるものの、それぞれのワー
クショプにおける具体的な内容につい
ては、依頼内容によって異なるため、
明確な形で提示していませんでした。

これまで多くの実践を積み重ねて得た知
見から、「多様性の理解」と「聴く＋協働」
の２つをテーマに発達段階応じたワーク
ショプの内容をパッケージメニューとし
て提示していきます。これにより、ワー
クショップを通してどんな体験を得られ
るかが明確になり、学習の文脈に位置付
けやすくなる等のメリットが考えられま
す。

これまで

これから

ワークショップ形式のアウトリーチ教育プログラムのパッケージメニュー化のイメージ図
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清水　貴恵

ワークショップによる学びを
子どもの発達から考える

　桜美林草の根国際理解教育支援プロジェクト
（以下、草の根プロジェクト）は、1997 年の
活動開始以来、３つの独自の教育リソース（以
下、リソース）を最大限に活用し、学内外のさ
まざまな教育現場において多様な学習者を対象
に学びづくりを支援してきた。その方法がアウ
トリーチ教育プログラム（以下、プログラム）
である。
　現在、草の根プロジェクトが展開しているプ
ログラムは５つある。５つのうち、私たちが企
画から実施までのすべてを担う出張授業型活動
は３つである。これらはすべてワークショップ
（学習者が学びの主体として参加する体験を重
視した学習活動）型である。20 年余りにわた
る多くの現場・対象者への教育実践と研究の積
み重ねにより、このようなかたちに到達した。
　さて、草の根プロジェクトが独自に企画・実
施する３つのワークショップ型プログラムに共
通していることがある。それは、人や物・事の「多
様性の理解」と、そのために必要な「聴く＋協
働」という２つのねらいである。これは、国際
／異文化理解、あるいは他者／相互理解の学習
目標である。このねらいにもとづき、草の根プ
ロジェクトでは、筆者らエデュケーターが学習

対象者の発達段階や実態・特徴に応じた学びづ
くりを行ってきた。
　2018 年度は、学外の学校教育および社会教
育の現場からのワークショップ・プログラムへ
の問合せや依頼が大変多く寄せられる１年で
あった。毎年、継続してワークショップを実施
してきた学校および社会教育の現場からの依頼
はもちろん、新規に相談を受けて実施する教育
現場もあった。ある特定の学年・年齢を対象と
したクラスで毎年授業を行っている学校／社会
教育の現場であっても、子どもたちの特徴や実
態はその年々で全く異なる。また、依頼者側と
の十分なコミュニケーション、例えば、事前の
打合せや当日までの調整・やりとりなどがなさ
れても、先方の本プロジェクトやワークショッ
プそのものに対する理解度やワークショップへ
の参加度なども毎年一様ではない。現場によっ
てその差があることは、言うまでもない。
　日々刻々と変化を続ける今日、この社会は「グ
ローバル化」「ボーダーレス化」「多様化」「複
雑化」などといったことばで表される。しかし、
これらのキーワードでは十分に表しきれないほ
ど、その流動性は激しさを増している。子ども
たちを取り巻く環境も常に大きく変化している

リベラルアーツ学群講師・エデュケーター

のである。そもそも子どもたちは多様な存在で
あるし、たとえ同じ地域・学校・学年であって
も「今年は違う、違った」というような実態は
当然のことである。子どもたちを指導・支援す
る教職員についても同様のことが言える。
　そこで、今年度を中心に実践をふりかえり、
子どもの発達と学習を考えるとともに、各発達
段階の特徴とその課題に応じたワークショッ
プ・プログラムを開発することにした。これま
での多くの実践事例を丁寧に振り返り、検証す
ることで、各年齢・学年の認知レベルにふさわ
しい活動案を提案する。
　ただし、発達段階は年齢・学年で明確に線引
きできるものではなく、あくまでも目安または
参考として提案するものである。年齢・学年と
ワークショップの活動内容の組み合わせは決
まった型として、いつでも、どこでも、誰にでも、
同様に実施するわけではないことを、あらかじ
め断っておく。実際、小学校３～４年生の子ど
もたちに勧めているこまを使ったワークショッ
プは、本学授業で学群生にも実施している。各
現場・対象・学習目標に応じてプログラムやファ
シリテーションをデザインし、アプローチのし
かたを調整しながらワークショップを実施して

いるのである。言わば、「セミオーダーメイド」
的な学びづくりである。したがって、共通理解
を形成するためのクライアントとの十分な事前
打合せ、相談・準備段階から実施・終了までの
積極的な協力・連携が不可欠である。これらの
点については今後も変わらない。
　ここでは、草の根プロジェクトが最も携わる
機会の多い対象者として、学齢期の児童生徒を
とりあげ、小学生・中学生・高校生と分けて検
討していく。小学生は６～ 12歳までと幅があ
り、その間の変化も非常に大きい。したがって、
低学年（１～２学年）・中学年（３～４学年）・
高学年（５～６学年）とさらに３段階に分け、
ワークショップのプログラム案を提示する。
　まず、小学校低学年である。いろいろな生活
体験を通じて感受性を育む時期にある低学年に
は、世界各地のさまざまな遊び道具を思いきり
楽しむ活動を勧めたい。子どもにとって親しみ
やすい、こま・けん玉・すごろくなどを通して
多様性に触れることができる。生活科の昔遊び
の発展、３年生から始まる総合的な学習の時間
への橋渡しにもなるであろう。
　次に、集団活動の力がついてきた中学年には、
グループワークで構成されたワークショップへ

発達に応じた異文化間能力の育成を目指して　　
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ワークショップの目標とそれに対応したパッケージメニューの関係図



の移行を検討したい。遊び道具を素材にしたグ
ループワークに生活班などでチャレンジするこ
とで、楽しみながら他者を認めて協働する素地
を伸ばす。また、物事を対象化して認識するこ
とができるようになり、少しずつ知的な探究心
も芽生え始める。ただし、この時期の子どもた
ちの発達には個人差も顕著に見られる。そのた
め、ここで提案する低学年より一歩進んだワー
クショップが実現困難な場合もある。実施時期、
あるいは実施対象の子どもたちの実態によって
は、低学年の活動案のほうがより適している場
合も十分考えられる。事実、今年度の実践を振
り返ると、別のプログラムを実施したほうが適
切であったと思われるケースもあった。勇気を
持って柔軟に学習活動の内容を検討することが
肝要である。
　ここまで述べてきた小学校低・中学年は、「世
界の実物体験ワークショップ」の活動案の一例
である。この先の小学校高学年から中学・高校
生については、多様な言語・文化的背景の留学
生メンバーの参加により実施している「国際学
生訪問ワークショップ」を活用し、どのような
活動を実施するかということを検討していく｡
　高学年になると、徐々に抽象的な思考や他者
の視点に立った物事の理解などができるように
なってくる。また、集団活動の意義を理解し、
共通の目標を共有するために主体的に関わる力
が伸びてくる。留学生によるワークショップは
この段階以降が望ましいと考えられる。背景の
異なる留学生の視点をもとに、価値判断の尺度
を高める学びの機会となるであろう。ものの見
方や考え方の広がり・深まりは、異文化環境で
あり新しいステージである中学校へと進む子ど
もたちに獲得してほしいと考える。
　その後、中学生前後の頃、子どもたちは思春
期を迎える。内省的になる一方、現実との間で
悩むようになる姿がその傾向として顕著に見ら
れる。ただ、具体的な事柄を一貫した思考で捉
えられるようになってくるのも、この時期の特
徴である。10 代半ばを過ぎる頃、このような
思春期を越えると、一人の人間としてどう生き
ていくか、より現実的な課題として考えるよう

になる。このような時期の子どもたちには、「少
し年上の先輩」として留学生に出会う場・機会
を設けてあげたい。ポイントは「少し年上の先
輩」というところにある。一人の人間として地
域社会へ参加・貢献する留学生の姿を目の当た
りにすることで、子どもたちの一市民としての
意識が刺激される。また、中高生は、親や教師
の言葉には素直になれなかったり、進路を考え
るさまざまな材料を求めたりしているが、他者
に対して自ら思いを表現して伝えようという意
識・行動にはなれない。このような思春期ゆえ
の特徴も混在しているうえに、発達状況の個人
差も非常に大きくある。だからこそ、このワー
クショップでは、留学生がそれぞれライフヒス
トリーを語り伝え、子どもたちと共に自己や生
き方を見つめることをテーマにしている。留学
生が自身の文化的背景にも触れながら、その生
い立ちや経験・学び、思いや考えを伝えていく
と、いつしか子どもたちの顔つきは変わり、真
剣なまなざしで留学生を見つめ、そのことばを
かみしめるように聴き入っていく。単なる国際
交流イベントとして終わらず、多様な子どもた
ちがそれぞれ自己の内側でさまざまな感情と思
考をめぐらせる学びがもたらされる。
　草の根プロジェクトでは、学校教育のほか、
地域で開かれる児童生徒を対象とした生涯学習
講座（教育委員会、公民館や生涯学習センター
のような施設・組織が主催するクラス）の授業
も、これまで数多く実施してきた。学校教育で
はできないような体験学習、年齢・学年・学校
などの枠を超えた地域社会における交流学習が
できるのが社会教育である。この利点を活かし、
さらに留学生との異文化コミュニケーションに
チャレンジするのが「異文化協働体験ワーク
ショップ」である。ご依頼いただく各現場の対
象者の実態や要望などをうかがいながら企画・
実施するスタイルを､今後も継続していきたい。
　こうしたワークショップの活動案を検討す
る際、発達課題とあわせて理解しておきたい
のが視点取得（perspective taking, または役
割取得 role-taking）である。ワークショップ
は社会構成主義学習観にもとづく教授法のひと

つであり、学習者の協働によって学びが構成さ
れる学習活動である。そのため、ワークショッ
プにおいて、参加者（対象者）は、他の参加者
や筆者らを中心としたファシリテーター（ワー
クショップの実施側の者たち）との間で終始コ
ミュニケーションをはかる。その際、参加者に
求められるのが傾聴である。傾聴は、他者との
関係性の構築や維持、相互理解と協働に欠かせ
ない要素である。
　この傾聴に大きく関わる能力が視点取得であ
ると考える。視点取得とは、自己の視点と他者
の視点の両方を持ち、他者の立場でその気持ち
や考えを推測し、自分の考えや気持ちと同等に
尊重して受け止め、相互に自己調整をはかりな
がらコミュニケーションに生かす能力のことで
ある。対人あるいは集団において生じるさまざ
まな課題に対し、自己表現と他者理解に努め、
相互に自己調整しながら関係性を維持し、協働
していかねばならない。その際、視点取得能力
が必要となる。視点取得能力は、社会性や社会
的スキルの一側面であるとも言われている。共
感性とも深く関わっており、例えば、他者の気
持ちを思いやることを可能にする基盤的な能力
であると考えられている。ただし、この視点取
得能力も発達段階によって差異がある。
　このように子どもの発達段階とその課題、ま
た視点取得能力を考慮しながら、草の根プロ
ジェクトは「多様性の理解」と「聴く＋協働」
の育成を目指したワークショップを展開する。
この２つは「異文化間能力」を支える二本柱で
ある。異文化間能力とは、自分とは異なる、あ
るいは未知の人・物・物事に出会ったとき、自

分の判断基準ではない客観的でクリティカルな
視点でその対象を捉え、自らの対応を思考・判
断する力である。急激なグローバル化・ボーダー
レス化、人や物事の多様化・複雑化が進み続け
る現代を生きる力である。この力は人間的な資
質・能力であり、人が生まれてから死ぬまでの
生涯発達のなかで育つものだと、私たち草の根
プロジェクトは考えている。異文化間能力は豊
かな感受性と柔軟な思考によって成り立つ。感
受性と思考は、自らの五感を刺激する体験に
よって、「感じる→考える」という個人内の活
動が促進され、日々育まれるものである。こう
いった認知活動の積み重ねを通じ、異文化間能
力はみがかれていく。
　このような考えにもとづき、草の根プロジェ
クトは発達段階に応じたさまざまなワーク
ショップの活動案の開発、実践・研究に取り組
み、学内外の教育活動を支援していく。

【参考文献】
苅宿俊文・佐伯胖・高木光太郎（2012）『ワー
クショップと学び１まなびを学ぶ』
東京大学出版会
高橋順一（2009）「モノが育てる異文化リテラ
シー」中牧弘允・森茂岳雄・多田孝志編『学校
と博物館でつくる国際理解教育 新しい学びを
デザインする』pp.40-50 明石書店
本間優子・内山伊知郎（2013）「役割（視点）
取得能力に関するレビュー　
―道徳性発達理論と多元共感理論からの検討」
『新潟青陵学会誌』第６巻第１号，
pp. 97-105 新潟青陵大学
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コマの回し方をグループで考える小学生（左）留学生の声に耳を傾ける高校生（右）対象とする年齢に応じたアプローチが必要となる
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代表
　　石塚　美枝（教員 /日本語教育）
運営委員
　　荒木　晶子（教員 /コミュニケーション）、金子　淳　 （教員 /博物館学）　
　　鷹木　恵子（教員 /文化人類学）、浜田　弘明（教員 /博物館学）
　　福原　信広（職員 /地域社会連携室＊ 2018 年９月まで）

エデュケーター
　　清水　貴恵（教員 /生涯学習・国際理解教育・日本語教育）
エデュケーター 兼 アウトリーチ教育コーディネーター
　　岩本　貴永（専属スタッフ /博物館学芸員有資格者）

学生
＜リベラルアーツ学群＞ 
　　バヤルト オド ツォルモン（ツォモ）、金澤 穂香、戸谷 美森、長田 萌香、小澤 知歩、後藤 優衣、椎橋 郁実、
　　山中 里帆菜、高 斉賢、朴  藝恩、石橋 和樹、錦郡 佳奈、ゾリクト アリウンバヤル（アルカ）、表 美夏、　　　　
　　栗原  紗耶、榊原  美友、若林  凛香、淺井  香穂、佐藤  瑛里子、村山  千水、佐藤  百恵
＜ビジネスマネジメント学群＞
　　呉 文睿、グェン チャン バオ クェン ( クェン )、郭 采盈
＜芸術文化学群＞
　　小林  左京、但野  優希
＜健康福祉学群＞
　　何  静旻
＜グローバルコミュニケーション学群＞
　　陳  麒宇
＜交換留学生＞
　　ペロニオ ミランダ、張  心蓉、ジェラルド ケーモン、李  春梅

2018年度メンバーと活動実績

＊ 2018 年 7月 26日 ( 木 ) に実施を予定していた相模原市立向陽小学校におけるワークショップが猛暑のため中止
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＊ 2018 年 9月 30日 ( 木 ) 本学第二国際寮における実施予定が台風のため中止
＊ 2019 年 2月 9日 ( 土 ) 東京都立多摩図書館における実施予定が降雪のため中止

（１）・（２） 同一の授業で２組の学生が個別に利用　
（３） 東京都立多摩図書館において 1月 25日から 3月 14日に開催された開館２周年記念イベントの展示の合計入場者数

1

2018 年度に実施した
ワークショップ・出張博物館概要

留学生の母語のじゃんけんを全員で楽しむ
2018 年 6月 14日 ( 木 ) 町田市立木曽境川小学校における国際学生訪問ワークショッププログラムにて

3

2
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2018 年 5月 3日 ( 木 ) 11:00 ～ 16:00

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

パルテノン多摩キッズファクトリー

同上

161 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：小澤・椎橋・
山中・クェン・ 石橋・錦郡

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・コマ・
けんだまのハンズオン展示

左からマンカラ、民族衣装、コマを体験する様子。

実施に携わった学生メンバーとエデュケーター。

2018 年 5月 7日 ( 月 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（滝澤美佐子先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

13名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：戸谷・錦
郡

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

触察伝言ゲームで世界のコマを観察する学生たちとエデュ
ケーター。

コマの回し方伝言ゲームでパートナーにコマの回し方を伝え
る学生。

2018 年 5月 10日 ( 木 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（堀井聡江先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

14名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：金澤・小
澤　

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

コマの回し方伝言ゲームでパートナーにコマの回し方を伝え
る学生。

インドネシアの楽器「アンクルン 」の合奏に取り組む。

2018 年 5月 15日 ( 火 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（出島有紀子先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

15名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：小澤・石
橋

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

触察伝言ゲームでどんなコミュニケーションをしたのか、考
えたのか振り返る。

インドネシアの楽器「アンクルン 」の合奏の方法をグルー
プで相談する。
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2018 年 5月 18日 ( 金 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（阿部温子先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

14名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：金澤・石
橋

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

触察伝言ゲームで題材とする世界のコマをグループで順番に
触察する。

グループで試行錯誤、活発にコミュニケーションしながらア
ンクルン の合奏に取り組む。

2018 年 5月 21日 ( 月 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（大中真先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

15名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：戸谷・錦
郡

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

イントロダクション後のアイスブレイクを兼ねたグループ分
けのゲーム。

グループごとにアンクルン を合奏する方法を考える。

2018 年 5月 23日 ( 水 ) 9:45 ～ 11:45

国際学生訪問ワークショッププログラム

神奈川県立相原高等学校総合ビジネス科

本学 荊冠堂 小礼拝堂

36名　高校３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・金澤・
クェン・呉・朴・郭

イントロダクション→学校文化にびっくりクイズ
→先輩学生のライフヒストリーを聴いて自分のこ
れからのことを考えてみよう

イントロダクション。

グループごとに車座になって留学生のライフヒストリーを聴
く。

2018 年 5月 24日 ( 木 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（佐藤以久子先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

14名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：長田・椎
橋　

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

グループごとにコマの回し方を考える。

最後に全員でアンクルン の合奏をする。
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2018 年 5月 29日 ( 火 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（薛恩峰先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

13名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：金澤・小
澤

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

グループでコマの回し方を考える。

インドネシアのアンクルンの合奏の前に音の出し方を考え
る。

2018 年 6月 1日 ( 金 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

リベラルアーツセミナー（原田美知子先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

14名　大学１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：金澤・椎
橋

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界のコマの回し方伝言ゲー
ム→アンクルン 合奏チャレンジ

触察伝言ゲームで伝言がなぜ成功したのか、うまくいかな
かったのか振り返る。

次に取り組むアクティビティを伝えている様子。

2018 年 6月 1日 ( 金 ) 9:00 ～ 10:00

世界の実物体験ワークショッププログラム

生涯学習概論（清水貴恵先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

36名　大学１～４年生

エデュケーター：岩本

イントロダクション→触察伝言ゲーム

触察伝言ゲームでグループごとに課題の成否を確認する。

ワークショップ後の授業のレクチャー。

2018 年 6月 14日 ( 木 ) 14:25 ～ 15:10

国際学生訪問ワークショッププログラム

町田市立木曽境川小学校

同校 体育館

88名　小学３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・高・
朴

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
習慣クイズ→世界のじゃんけん紹介＆体験

留学生による各国のじゃんけんを紹介する。

じゃんけんの紹介後には、留学生と子どもたちによるじゃん
けん大会。
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2018 年 6月 27日 ( 水 ) 10:20 ～ 11:40

国際学生訪問ワークショッププログラム

多摩市立大松台小学校

同校 体育館

90名　小学４年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・呉・
クェン・郭・朴

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
習慣クイズ→カルチャーショッククイズ→モンゴ
ルチェーン

留学生の故郷の習慣を題材にしたクイズで子どもたちに問い
かける様子。

当日参加した留学生。

2018 年 7月 9日 ( 月 ) 10:25 ～ 12:20

世界の実物体験ワークショッププログラム

相模原市立鶴の台小学校

同校 生活科室

99名　小学３年生

エデュケーター：岩本 / 学生：長田

イントロダクション→世界のコマの回し方クイズ

コマの回し方クイズで、回し方をグループで考える子どもた
ち。

インドネシアのコマの回し方を紹介し、実演する学生スタッ
フ。

2018 年 7月 11日 ( 水 ) 14:30 ～ 16:00

世界の実物体験ワークショッププログラム

博物館教育論（石渡尊子先生）

本学荊冠堂 小礼拝堂

50名　大学１～４年生

エデュケーター：岩本 / 学生：小澤・錦郡

草の根プロジェクトの活動内容に関するレク
チャー→触察伝言ゲーム→コマの回し方クイズ

本プロジェクトの活動内容に関するレクチャーの様子。この
後、事例紹介として触察伝言ゲームを行う。

触察伝言ゲームの後にグループごとにコマの回し方を考え
る。

2018 年 7月 21日 ( 土 ) 10:00 ～ 12:00

異文化協働体験ワークショッププログラム

本学主催・相模原市教育委員会後援

本学 第二国際寮

13名　小学１～３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・小澤・
椎橋・山中・クェン ・郭・高・朴・錦郡・張

ターラー・ターラー（ドイツの遊び）→バタタケ
ンチ（ブラジルの遊び）→イントロダクション→
触察伝言ゲーム→世界の遊び体験（コマ・けんだ
ま）→ものづくり伝言ゲーム（チクタク）→ワー
クシートの完成

子どもたちに自己紹介する留学生。

実施に携わった学生メンバー。
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2018 年 7月 21日 ( 土 ) 14:00 ～ 16:00

異文化協働体験ワークショッププログラム

本学主催・相模原市教育委員会後援

本学 第二国際寮

7名　小学４～６年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・小澤・
椎橋・山中・クェン・朴・錦郡・張

ひざ下かくし（ミャンマーの遊び）→イントロダ
クション→触察伝言ゲーム→世界の遊び体験（コ
マ・けんだま）→世界の遊びの伝言ゲーム（マン
カラ）→ワークシートの完成

イントロダクション前にアイスブレイクのために行ったゲー
ム。

留学生によるマンカラの遊び方の説明に耳を傾ける子どもた
ち。

2018 年 7月 31日 ( 火 ) 9:00 ～ 11:45

世界の実物体験ワークショッププログラム

がくどうプラス

がくどうプラス１階

29名　小学１～５年生

エデュケーター：岩本 / 学生：ツォモ・金澤

イントロダクション→マンカラ体験

イントロダクションでの全体への遊び方の紹介後、全員がマ
ンカラを実施に遊んで体験する。

世界各国のマンカラを集めて比較する。

2018 年 8月 2日 ( 木 ) 16:10 ～ 17:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

遊びと生活（健康福祉学群）

本学サレンバーガー館 1001 教室

15名　大学３～４年生

エデュケーター：岩本 / 学生：後藤・戸谷　

イントロダクション→触察伝言ゲーム→世界のコ
マの回し方クイズ→世界の遊び体験（コマ・けん
だま）

触察伝言ゲームで世界の遊び道具を観察する学生たち。

グループでコマの回し方を考える。

2018 年 9月 22日 ( 土 ) 10:30 ～ 11:30

世界の実物体験ワークショッププログラム

町田市子どもせんたーただON

同館２階調理室「ことこと」

19名　年齢制限なし　

エデュケーター：岩本・清水

イントロダクション→世界のコマの回し方クイズ
→世界の遊び体験（けんだま・へびとはしご）

コマの回し方クイズの様子。未就学児を含んだ親子での参加
が多く幅広い世代が参加するワークショップとなった。

インド発祥のすごろく「へびとはしご」を参加者同士で一緒
に体験する。
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2018 年 10 月 6日 ( 土 ) 10:00 ～ 16:30

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

町田市立国際版画美術館

同館 講堂

200 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：戸谷・小澤・
後藤・椎橋・山中・錦郡・表・榊原・若林

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・けん
だまのハンズオン展示

会場の様子。左が世界のすごろく・ボードゲーム、右が世界
の民族衣装の展示。

じゅうたん敷きの会場であったため、床に敷いた布の上に展
示。

2018 年 10 月 14 日 ( 日 ) 10:00 ～ 15:00

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

相模原市立市民・大学交流センター ユニコムプ
ラザさがみはら

ユニコムプラザさがみはら スタジオ

120 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：長田・小澤・
後藤・山中・栗原

世界の民族衣装のハンズオン展示・民族文様のプ
ラ板キーホルダー工作

本プロジェクトの民族衣装の文様を写し取り、彩色してオリ
ジナルのキーホルダーを作る子どもたち。

民族衣装を着て記念写真を撮る。

2018 年 10 月 20 日 ( 土 ) 14:00 ～ 16:00

異文化協働体験ワークショッププログラム

（公財）武蔵野市生涯学習振興事業団

武蔵野プレイス フォーラム

28名　小学１～３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：後藤・椎橋・
長田・金澤・アルカ・ケーモン・李 (春梅 )・表

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
遊び・習慣クイズ→世界の遊び体験（けんだま・
へびとはしご・シャガイ）→ものづくり伝言ゲー
ム（チクタク）

留学生によるクイズに答える子どもたち。

モンゴルの羊の骨「シャガイ」で遊ぶ学生と子どもたち。

2018 年 10 月 31 日 ( 水 ) 10:00 ～ 11:00

国際学生訪問ワークショッププログラム

相模原市立谷口小学校

同校 プレイルーム

50名　小学６年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・呉・
クェン 

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
習慣クイズ→カルチャーショッククイズ→モンゴ
ル手繋ぎの輪

留学生によるクイズに答える子どもたち。

手の繋ぎ方を説明する留学生。
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2018 年 11 月 3日 ( 土 ) 11:00 ～ 11:50

世界の実物体験ワークショッププログラム

青梅市教育委員会 国際理解講座

青梅市福祉会館

20名　小学５年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：小澤・石
橋

バタタケンチ（ブラジルの遊び）→イントロダク
ション→コマ回し伝言ゲーム

イントロダクション。

協力してコマを回そうとする子どもたち。

2018 年 11 月 3日 ( 土 ) 13:30 ～ 14:20

世界の実物体験ワークショッププログラム

青梅市教育委員会 国際理解講座

青梅市福祉会館

32名　小学６年生～高校１年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：小澤・石
橋

イントロダクション→コマ回し伝言ゲーム→もの
づくり伝言ゲーム

説明係がマニュアルをもとに手順を説明し、工作係が作業を
進め完成させる。

口頭による説明に加えてジュスチャーで伝えようとする説明
係の子どもたち。

2018 年 11 月 9日 ( 金 ) 14:30 ～ 16:00

世界の実物体験ワークショッププログラム

生涯学習概論（清水貴恵先生）

本学 荊冠堂 小礼拝堂

50名　大学１～４年生

エデュケーター：岩本

イントロダクション→コマ回し伝言ゲーム→もの
づくり伝言ゲーム

協力してものづくり伝言ゲームに取り組む学生たち。

続けて行われた授業の様子。

2018 年 11 月 10 日 ( 土 ) 14:00 ～ 16:00

異文化協働体験ワークショッププログラム

（公財）武蔵野生涯学習振興事業団

武蔵野プレイス フォーラム

23名　小学１～３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：戸谷・ツォ
モ・山中・クェン・錦郡・アルカ・栗原

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
習慣クイズ→コマ回し伝言ゲーム→世界の遊び体
験（けんだま・コマ）→ものづくり伝言ゲーム（チ
クタク）

留学生からコマの回し方の説明を聞き、子どもたちがコマ回
しに取り組む。

ものづくり伝言ゲームで子どもたちに説明をする留学生。
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2018 年 11 月 21 日 ( 水 ) 10:00 ～ 11:00

国際学生訪問ワークショッププログラム

町田市立町田第三小学校

同校 体育館

60名　小学６年生

エデュケーター：清水 / 学生：ツォモ・呉・クェ
ン・朴

イントロダクション→留学生の自己紹介→世界の
習慣クイズ→カルチャーショッククイズ

エデュケーターによるイントロダクション。

留学生による手の形の意味に関するクイズ。

2018 年 11 月 23 日 ( 金 ) 12:50 ～ 14:20

世界の実物体験ワークショッププログラム

年少者日本語教育（川田　麻記先生）

荊冠堂 小礼拝堂

17名　大学３～４年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ

イントロダクション→コマ回し伝言ゲーム→世界
のけんだま体験とそれらを活用した教育活動の検
討・発表

世界のけんだまを観察・体験する学生。この後、グループご
とにけんだまを活用した教育活動を検討する。

グループごとに検討した活動案を共有する。

2018 年 11 月 24 日 ( 土 ) 11:00 ～ 11:50

異文化協働体験ワークショッププログラム

青梅市教育委員会 国際理解講座

青梅市福祉会館

28名　小学 5年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・
アルカ・ケーモン

イントロダクション→世界の習慣クイズ→触察伝
言ゲーム

イントロダクション。

触察伝言ゲームで子どもたちに触察したモノの情報を伝える
留学生。

2018 年 11 月 24 日 ( 土 ) 13:30 ～ 14:20

異文化協働体験ワークショッププログラム

青梅市教育委員会 国際理解講座

青梅市福祉会館

24名　小学 6年生～高校 1年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・
アルカ・ケーモン

イントロダクション→世界の習慣クイズ→触察伝
言ゲーム触察伝言ゲーム

触察伝言ゲームで子どもたちに触察したモノの情報を伝える
留学生。

実施に携わったエデュケーターと留学生。
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2018 年 12 月 5日 ( 水 ) 13:30 ～ 14:20

国際学生訪問ワークショッププログラム

町田市立武蔵岡中学校

同校 多目的室

80名　中学１～３年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ

イントロダクション→学校文化にびっくりクイズ
→先輩学生のライフヒストリーを聴いて自分のこ
れからのことを考えてみよう

このワークショップでは、モンゴルからの留学生のバヤルト・
オド・ツォルモンさんが大部分の進行を担った。

モンゴル文化の紹介として、シャガイ占いの体験をする時間
を設けた。

2018 年 12 月 13 日 ( 木 ) 9:35 ～ 10:40

世界の実物体験ワークショッププログラム

町田市立本町田小学校

同校 体育館

39名　小学１～６年生（特別支援学級）

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：石橋

イントロダクション→世界の遊び体験（インドネ
シアの竹コマ・世界のけんだま・ブラジルのけん
だまチクタク）

世界のけんだまを体験する子どもたち。

インドネシアの大型竹コマの回る様子を観察する。
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2018 年 12 月 16 日 ( 日 ) 10:00 ～ 15:00

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

公益財団法人大和市国際化協会

大和市 市民活動拠点ベテルギウス

407 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・小澤・
山中・錦郡・表・クェン・若林・陳

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・コマ・
けんだまのハンズオン展示

世界のコマの展示。

世界の民族服を着て記念写真を撮影する来場者。

2019 年 1月 11日 ( 金 ) 10:40 ～ 12:10

世界の実物体験ワークショッププログラム

博物館教育論（石渡尊子先生）

本学 明々館A002

60 名　大学１～４年生

エデュケーター：岩本

草の根プロジェクトの活動内容に関するレク
チャー→触察伝言ゲーム→コマの回し方クイズ
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2019 年 1月 11日 ( 金 ) 11:00 ～ 12:00

世界の実物体験ワークショッププログラム

日本語Ⅱ a（新井弘泰先生）

本学 其中館 301（草の根プロジェクト）

7名　大学生（交換留学生、日本人ゲスト学生）

エデュケーター：清水

世界の実物資料の体験

2019 年 1月 17日 ( 木 ) 9:35 ～ 11:45

世界の実物体験ワークショッププログラム

相模原市立田名小学校

同校 ピロティ

121 名　小学２年生

エデュケーター：岩本・清水

イントロダクション→モンゴルに関する基礎的な
知識と習慣に関するクイズ→馬頭琴体験→シャガ
イ体験

モンゴルに関するクイズに答える子どもたち。

エデュエケーターの支援のもと馬頭琴を体験する子どもた
ち。

2019 年 1月 20日 ( 日 ) 10:10 ～ 12:30

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

相模原市立男女共同参画推進センター ソレイユ
さがみ

ソレイユさがみ セミナールーム２

356 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：戸谷・椎橋・
山中・クェン・アルカ・陳・栗原・何

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・コマ・
けんだまのハンズオン展示

世界のすごろく・ボードゲームの展示を楽しむ子どもや保護
者。

未就学児からその保護者まで３世代が一緒に楽しみ、異文化
に触れる場となった。

2019 年 2月 2日 ( 土 ) 10:35 ～ 12:15

世界の実物体験ワークショッププログラム

横浜市立並木第一小学校

同校 図書室

68名　小学２年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：椎橋・錦郡・
若林

イントロダクション→世界の遊び体験（インドネ
シアの竹コマ・けんだま・へびとはしご）

けんだまの遊び方を説明する学生スタッフ。

インドネシアの大型の竹コマの風圧を手で感じとる子どもた
ち。
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2019 年 2月 14日 ( 木 ) 9:35 ～ 12:15

世界の実物体験ワークショッププログラム

町田市立忠生小学校

同校 オープンルーム

90名　小学４年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：錦郡

イントロダクション→世界のコマの回し方クイズ

コマの回し方を説明するエデュケーターと、それを聞く子ど
もたち。

グループごとにコマ回しに取り組む。

2019 年 2月 20日 ( 水 ) 9:35 ～ 11:25

世界の実物体験ワークショッププログラム

町田市立山崎小学校

同校 「聞こえ」教室

59名　小学６年生

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：石橋

イントロダクション→世界の楽器の音クイズ→楽
器の自由体験→アンクルン 合奏チャレンジ

世界の楽器の音クイズで楽器の音に耳を傾ける子どもたち。

クイズでそれぞれが考えた楽器を指し示す子どもたち。

2019 年 2月 24日 ( 日 ) 10:00 ～ 16:00

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

地球市民フェスタ in ODAWARA

川東タウンセンターマロニエ 301 室

420 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：ツォモ・小澤・
何・小林・但野・村山

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・コマ・
けんだまのハンズオン展示

アメリカのけんだまの遊び方を子どもたちに紹介する学生メ
ンバー。

韓国のユンノリとインドのへびとはしごを体験する子どもや
保護者。

2019 年 3月 3日 ( 日 ) 10:00 ～ 16:30

世界の遊びと衣装の出張博物館プログラム

新宿区 東京オリンピック・パラリンピック開催
等担当部

新宿区立西新宿小学校 体育館

300 名　年齢制限なし

エデュケーター：岩本・清水 / 学生：クェン・高・
淺井・小林・佐藤 (瑛 )・佐藤 ( 百 )・村山

世界の民族衣装・すごろく・ボードゲーム・コマ・
けんだまのハンズオン展示

展示した世界のけんだまを整理する学生メンバー。

実施に携わった学生メンバー。



 バヤルト     オド  ツォルモン
Баярт-Од Цолмон

　草の根国際理解教育支援プロジェクトは、私
の大学生活の中で最も長く続けた活動であり、
大切な居場所の一つでした。私は 2015 年 9
月に正規留学生として桜美林大学へ入学しまし
た。日本に来てまもなく、まだ大学生活にも慣
れていなかったとき、当時４年生だった先輩の
誘いで、何もわからないまま草の根プロジェク
トに行ったのをはっきりと覚えています。清水
先生や岩本先生から活動の説明を受けたとき、
将来、日本語教師になりたかった自分にとって、
子どもと関わる貴重な体験になると考え、メン
バーとなりました。
　初めての活動は、地元の国際交流フェスティ
バルで開いた出張博物館でした。「先輩がいる
から大丈夫！」という考えで行きましたが、当
日、その先輩は体調不良で早退してしまいまし
た。頼りにしていた先輩がいなくなり、焦りの
気持ちでいっぱいでしたが、なんとかその日を
無事に終え、すごく疲れて家に帰ったことを思
い出します。そんなに疲れたのは、たぶん久し
ぶりのことでしたが、それと同時に心は達成感
と充実感であふれていました。そのときから、
草の根プロジェクトのさまざまなワークショッ
プや出張博物館に参加しました。卒業を迎えた

今、私の地域でのアウトリーチ活動は合計 45
回となり、一番古いメンバーとなりました。正
直、自分でも信じられません。
　次に、１年生の頃から今まで活動してきた中
で最も「楽しかった」ひとときを振り返ろうと
思います。まず何よりも、私たちが遊び道具の
遊び方やふるさとの文化のクイズなど、何かを
子どもたちに伝える活動が思い出されます。私
は、こどもたちの輝いた目を見るのが大好きで
した。その瞬間、国、言語、文化、考え方、年
齢などいろいろな壁を乗り越え、子どもと私が
「繋がった」とはっきり感じます。たとえ、ど
んなに忙しく、疲れ果てていても、そんな子ど
もたちの目を見れば、疲れている自分を忘れま
す。これは、草の根プロジェクトのメンバーで
いられたからこそ体験できた貴重なことだと思
います。
　また、毎週行うミーティングも大切な時間で
した。他のメンバーと一緒にふるさと紹介のク
イズを考え、お互いのことについて話し合うと
きが大好きでした。そのとき、今までに自分が
知らなかった世界、知らなかった文化、想像し
たこともなかったたくさんの「日常」と出会い
ます。頭のなかでは、世界へと冒険に出たよう

2019年 3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2015年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数 46回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

モンゴル

に感じていました。そのあと周りを見て、大学
の中にあるひとつの教室にいたのだと思い出す
ときがたくさんありました。草の根プロジェク
トは、大学の中にいながら世界中を旅したよう
な気分が味わえる場所だと、今はっきりと言う
ことができます。
　そして、草の根プロジェクトは、私にとって
大学の中で数少ない安らげる場所のひとつでし
た。私は入学した頃から、母国の家族、高校の
先生方、先輩や後輩など、私を信じてくれてい
るたくさんの人たちの期待に応えるため、また、
モンゴルからの留学生であり奨学生として、授
業やその他のいろいろな活動でよい結果を残す
ために、励んできました。もちろん、その全て
は自分が本当にやってみたかったことだったた
め、とても忙しくても楽しく充実していました。
しかし、時には限界を感じ、プレッシャーに圧
倒される日々も少なからずありました。そんな
日々のなかで、アドバイスをしてくださる先生
方がいましたし、一緒にいて落ち着く親友、先
輩や後輩がいました。草の根プロジェクトは、
自分にとって落ち着く場所だったのです。そし
て、大きな存在でした。だからこそ、私は今ま
でずっと頑張ってこられた気がします。

最後に、悩んで不安を感じているときに、いつ
も暖かく迎えてくださる岩本先生、厳しい言葉
に聞こえて実は優しく応援してくださる清水先
生に、本当に感謝しています。草の根国際理解
教育支援プロジェクトのメンバーでいられたこ
とは、私の誇りです。今まで本当にありがとう
ございました。

留学生のみなさんへ
　
　入学して、授業や授業以外の活動やプロジェ
クトなどのチラシやポスターを見たとき、鼓動
が強く速くなり、緊張しているようなワクワク
しているような気持ちになることが、私にはあ
りました。そんな自分を感じたとき、「これは
私の本当にやりたいことだ」と私は考えました。
そして、そこに一歩を踏み出し、今まで走って
きました。これから桜美林大学で学ぶ全ての後
輩たちにも、ぜひ自分の心に耳を傾けて、走り
出してほしいと思います。

2015 年 10月 11日にさがみはら国際交流フェスティバルのため本学第二国
際寮で実施した世界の遊びと衣装の出張博物館にて

2017 年 7月 22日に本学第二国際寮で実施した異文化協働体験ワークショッ
プ「世界の学校」にて

2018 年 6月 14日に町田市立木曽境川小学校で実施した国際学生訪問ワーク
ショッププログラムにて（中央）

2018 年 12月５日に町田市立武蔵岡中学校で実施した国際学生訪問ワーク
ショッププログラムにて（ここでは自力でほとんどの準備と実施を行った）
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かなざわ　ほのか
　金澤　　 穂香

　入学当時、私はいろいろなことを知りたいと
思っていました。自分が思いつかない考え方や
人間の感情に関心があった私は、１年生の秋、
草の根プロジェクトでの活動に興味を持ちまし
た。当初の参加目的は、活動を通して、さまざ
まな人の気持ちを考える機会を自分に与えるこ
とでした。
　草の根プロジェクトに入って最初に気づいた
ことは、自分の無意識のイメージです。ある留
学生の「日本の友人に言われた母国のイメージ
に傷ついた」という話を聞きました。実は、私
も同じイメージを持っていました。それは、私
の中ではプラスのものでした。その友人も褒め
るつもりで言ったのかもしれません。私も含
め、多くの日本人は褒め言葉と捉えているので
はないか思いますが、それは日本人の文化的背
景があるからでしょう。全ての人間の感覚が共
通ではないと分かっていても、自分がプラスに
思うことが時にマイナスなものであるというこ
とに、私は驚きを隠せませんでした。

　人の持つイメージとは自分の基準であり、自
分の中で完結しているものです。それからの私
は、自分の友人に対しても何かを話す前には、
そのことについて調べたり、分かっていても相
手に確認したり、以前よりも相手を思いやるよ
うになりました。気づかないうちに相手に失礼
なことをしてしまうと知ったからこそ、相手を
よく知る努力がとても大切だと学びました。　
　自分のイメージを固める前に相手をもっと
もっと理解しようという気持ちが、私の世界を
広げました。在学中、世界の地理をあらためて
学んだり、世界遺産検定を取得したり、いろい
ろな言語を独学で学んだり、海外の人の SNS
を見たり他言語で会話ができるような環境に自
分を置いてみたりしました。これらの全ては、
自ら知ろうとする姿勢を育てようという気持ち
によるものです。このような行動の原動力は、
留学生メンバーの日本語習得を頑張る姿や他の
メンバーの困難なことにも一生懸命取り組む姿
によって「何でも勇気を出してやってみよう」

2019年3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2015年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数31回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

日本

という気持ちが強くなったことにあります。
　また、交流とは何かということも学びました。
相手を知るには交流が必要であることはもちろ
んですが、自分を知るにも他者との交流が必要
だと思います。草の根プロジェクトでのたくさ
んの活動を通して、私は自分自身を見つめるこ
とが多くありました。
　以前は、人前で話すことは自分には向いてい
ないと思っていました。しかし、それは向いて
いないと思っているだけだったと気づきまし
た。草の根プロジェクトではアウトリーチ活動
のたびに振り返りをします。振り返りを何度も
繰り返すたびに、自分を見つめることが不思議
と心地よく、毎回の振り返りが楽しみになりま
した。それは、自信がついたというよりも、メ
ンバーと一緒に行う振り返りにきっと背中を押
されたからだと思います。
　メンバーから「前回よりもよくなった」「こ
こがいい」と言われるたび、自分を客観的に評
価するだけでなく、自分をきちんと見て評価し

てくれるメンバーや先生を尊敬しました。全員
で振り返りを行う草の根プロジェクトのメン
バーだからこそ、アドバイスを心から受け入れ
ることができ、自分もしっかりと返したいと思
いました。先生か学生か、学年の違い、留学生
か日本人かなど関係なく、誰のどの部分にも尊
敬することができました。私にとってかけがえ
のない気持ちをくれた人たちです。
　草の根プロジェクトで活動した約３年で、当
初の目的以上のものを手に入れることができま
した。日々の活動を振り返る積み重ねが、自分
の中に大きなものを作ったような気がします。
草の根プロジェクトで活動しなければ、これほ
ど他者を尊敬できなかったかもしれません。あ
りきたりな言葉ですが、わたしは本当に成長し
ました。交流によって相手を知り、尊敬するこ
とは、これからの人生に一番活かしたいことで
す。草の根プロジェクトは、私にとって、一番
感謝を伝えたい、とても愛しい場所でした。

2016 年 7月 18日に「体験する文化祭」（相模原市中央区）で実施した世界
の実物体験ワークショッププログラムにて

2017 年 10 月 1日にさがみはら国際交流フェスティバルのため本学第二国際
寮で実施した世界の遊びと衣装の出張博物館にて

2018 年３月 14日に田名公民館子どもまつりに行なった世界の遊びと衣装の
出張博物館にて

2018 年 10月 20日に「武蔵野市土曜学校世界を知る会ジュニア」として実
施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて
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とたに　みもり
 戸谷　   美森

　私が草の根プロジェクトに出会ったのは、１
年生の秋学期でした。博物館学芸員課程で共に
学んでいた友人に誘われ、プロジェクトを訪れ
ました。部屋に入るとすぐ、世界各地の楽器、
遊び道具、衣装、生活道具など、さまざまな実
物資料がずらりと並んでおり、圧倒されました。
　実は、私は、もともと国際的なことに対する
興味はそれほどありませんでした。あるとき、
子どもたちがブラジルのけん玉を体験し、それ
をまねた工作をするワークショップに参加しま
した。そのとき、そのけん玉自体に対する興味
とともに、そのようなワークショップを行う草
の根プロジェクトへの興味が生まれました。
　数回の現場体験と研修を経て、正式に活動へ
携わるようになりました。最初の活動は、ある
公民館で開催した世界の遊びと衣装の出張博物
館でした。多くの親子が訪れ、世界の遊び道具
を体験したり、帽子をかぶったり、工作をした
りしました。工作の際、私は小学生や幼児に対
し、わかりやすい言葉を使おうと心がけました。
自分で作ったものを嬉しそうに持ち帰る子ども

たちを見て、とてもやりがいのある活動だと感
じました。
　一番大変だったのは、あるワークショップ
で「マンカラ」というボードゲームの遊び方を
説明したことです。メンバーと共に準備しまし
た。しかし、週に一度のミーティングだけでは
ワークショップ本番に間に合いません。そこで、
空き時間にメンバーと集まり、詳細な説明内容
や話す順番、具体的な手順などを夜まで考えま
した。たくさんのルールをわかりやすく簡潔に
伝えることを第一に考えました。説明を間違え
たり、日本語が母語でないメンバーが言葉に詰
まったりしました。そんなときは、お互いに声
をかけ合い、補い合いながら、何度も練習しま
した。ワークショップ当日になりました。午前
中の回では説明が足りませんでしたが、昼休み
に振り返り、午後の回では納得のいく説明がで
きました。一番苦労した思い出ですが、一番心
に残っています。
　草の根プロジェクトでは、ワークショップを
終えると、毎回ビデオを見ながら振り返りをし

2019年 3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2015年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数 24回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

日本

ます。自分ではできたと思っていたことが、映
像で確認するとうまく表現できていないことが
ありました。普段、自分の行動を客観的に見る
機会はなかなかありません。しかし、ここで、
よいところやそうでないところを見直すことが
できました。そうして、現場での活動を重ねて
いく中で改善することができました。人前で話
すことや表現する場が与えられたことは、何度
も自分を見つめ直すきっかけになりました。
　私は草の根プロジェクトの活動から多くのこ
とを学びました。例えば、日本以外の国・地域
に対する考え方が変わり、今まで以上に関心を
持てるようになりました。世界遺産検定を受け
たり、各国の名前を改めて覚えたりしました。
「なんとなくわかる」ではなく、確かな知識と
して身につけようという気持ちで、世界を見つ
め、認識を持つようになりました。ほかにも、
もともと日本が発祥だと思っていたこまやけん
玉は、いろいろな国でそれぞれ特徴を持ったも
のが作られていたことを知りました。国が違っ
ても、同じようなものが世界にはたくさんある

ことに驚き、感動しました。
　また、日本語を母語としない留学生や複雑な
日本語は理解できない幼い子どもたちと接し、
自分の当たり前が当たり前ではないということ
を改めて実感しました。何か伝わらないことが
あったとき、私が使っていたのは本当のやさし
い日本語ではないと気がつきました。やさしい
日本語の重要さと人に伝えることの難しさを学
ぶことができました。今後も相手の立場や状況
を考慮し、言葉を選んで伝える努力をしていき
たいです。
　私は、草の根プロジェクトに入って視野が広
くなるとともに、多くの学びを得ることができ
ました。ここで学んだことを忘れずに、社会に
出てからも頑張りたいです。約３年間、厳しく
も愛情を持ってご指導してくださった先生方、
一緒に頑張ってきたメンバーのみんな、ありが
とうございました。草の根プロジェクトで活動
できて幸せでした。

2016 年 10月 6日にユニコムプラザさがみはらで実施した世界の実物体験
ワークショッププログラムにて

2017年 5月 3日にパルテノン多摩キッズファクトリーで実施した世界の遊び
と衣装の出張博物館にて

2018 年 1月 21日にソレイユさがみで実施した世界の遊びと衣装の出張博物
館にて

2019 年 1月 20日にソレイユさがみで実施した世界の遊びと衣装の出張博物
館にて
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　私は 2016 年 9 月から 2019 年 3 月までの
４年間、ビジネスマネジメント学群で学びまし
た。日本語をもっと話したい、日本や外国の文
化をもっと知りたいという気持ちで、草の根国

際理解教育支援プロジェクトに参加しました。
　2016 年の春（１年生の後半）、草の根プロ
ジェクトで活動していた友だちから誘われたの
がきっかけです。そして、私は、ある日本の高
校の３年生を対象に行った国際学生訪問ワーク
ショップに参加しました。この活動では、留学
生の私たちのライフヒストリーを紹介しまし
た。事前準備で自分のライフストリーを整理し
たり、日本の高校生たちの質問に答えることで、
自分はどういう人なのか、さらに将来の夢まで
見えてきました。日本の高校生の中には将来や
りたいことが決まっている子もいれば、やりた
いことがなかなか決められない子もいるという
ことが分かりました。そんな彼らはみんな興味
を持って私の話を聞いてくれたし、質問もたく
さんしてくれました。私にとって日本語の実践
練習になりました。そして、「自分のためにな
るし、他人の役にも立つし、この活動は一石二
鳥だ」と、私は思いました。こうして私は草の
根プロジェクトのメンバーになりました。
　草の根プロジェクトの活動に参加すること
で、自由な時間や休みが奪われてしまう側面も

2019年3月ビジネスマネジメント学群卒業

活動期間 2016年度春学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数21回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

中国

あるけれど、それ以上に、普通の留学生活・大
学生活では体験できないことができる大きな
チャンスを手に入れることができます。例えば、
2017 年 7月、青梅市に住む小学生や中高生た
ちに母国の学校文化や食文化、習慣について紹
介しました。私はほかの留学生メンバーと楽し
いクイズを考えて、子どもたちに出題しました。
日本は、これから外国人住民や外国人旅行客が
もっと増えていきます。外国の文化を知り、理
解すべき時代が来ます。私たちの活動は、未来
を支える子どもたちに外国へ対する興味を持た
せると同時に、彼らの視野を広げるきっかけに
なれたと思います。
　一方で、自分自身にも変化がありました。私
は、以前は子どもが苦手でした。子どもと遊ぶ
ことがあまり上手ではない私でしたが、草の根
プロジェクトで子どもたちと活動していくうち
に、いつの間にか子どもたちと楽しく交流でき
るようになりました。
　草の根プロジェクトで学ぶ場は、地域でのア
ウトリーチ活動だけではありません。毎週の
ミーティングの時間もとても勉強になります。

ほかの留学生たちといろいろなことを考え、み
んなで話し合うことで、お互いの国の文化や習
慣を知ることができます。例えば、ベトナムの
学校では、チャイム（ベル）は太鼓だそうです。
モンゴルでは、他人の足を踏んでしまったとき、
握手することで謝るそうです。ミーティングは
とても面白い時間です。
　さらに、自文化を思い出し、ほかの国の文化
との違いを再発見することもあります。日本に
来るまでは中国の伝統文化など当たり前に思
い、私はそれほど自文化を大事にしていません
でした。しかし、草の根プロジェクトでの活動
を通じ、いろいろな人たちに自文化を紹介でき
るように、自文化を調べ、学び、たくさん事前
準備をしました。私は母国や母国の文化につい
て、理解を深めることができました。
　草の根国際理解教育支援プロジェクトで活動
した時間は、私の大学生活で最も人生に影響す
る時間だと思います。ここで得た知恵と経験は、
これからの人生に役立つはずです。私は必ず人
生に活かしたいと思います。

2017 年７月８日に青梅市国際理解講座で国際学生訪問ワークショッププログ
ラムにて

2017 年 10 月 1日にさがみはら国際交流フェスティバルのため本学第二国際
寮で実施した世界の遊びと衣装の出張博物館にて

2017 年 11 月 25 日に「武蔵野市土曜学校世界を知る会ジュニア」として実
施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて

2018 年６月 27 日に多摩市立大松台小学校で実施した国際学生訪問ワーク
ショッププログラムにて
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おさだ　もえか
 長田　   萌香

　私は「桜美林草の根国際理解教育支援プロ
ジェクト」に参加したことで、多くのことを学
びました。そして、この活動のおかげで自分が
成長できたとも感じています。
　この活動に参加した理由は、子どもが好きで
学習支援者という立場に興味があったこと、博
物館学芸員課程を履修していたこと、今後の自
分に役立てたいという思いがあったことなどで
す。先生から声をかけていただき、友人と共に
まず体験メンバーとして活動に参加したことを
覚えています。
　こうした経緯があり、実際に草の根プロジェ
クトの出張博物館でスタッフとして活動しまし
た。そこで感じたのは、楽しいという気持ちと
自分がまだまだ未熟であるということでした。
「子どもが好きという気持ちだけでは、学習支
援者としては十分ではない。人に何かを伝える
ためには知識と行動力が必要である」と実感し
ました。
　初めのうちは、私は失敗を気にしすぎていま
した。アウトリーチ活動を終えるたびに行う振

り返りでは、毎回みんなで活動のビデオを見ま
した。自分の姿をビデオで見ることは、恥ずか
しさもあり、とても苦手な思いを持っていまし
た。しかし、何度も繰り返して振り返りをして
いくと、恥ずかしさよりも得られるものが多い
ことに気がつきました。自分の話している姿も、
どこがよかったか、反対にどういった点がよく
なかったかという気づきが生まれました。ビデ
オによって改善点が明確化され、次の活動に活
かすことができました。
　さらに、全体で活動の振り返ることで、他の
メンバーからの客観的な意見も得られることが
でき、冷静に自分や活動全体を見直し、さらな
る成長へとつながっていったと思います。共に
活動する学生メンバーのおかげで、学べること
も助けられることもたくさんありました。その
存在は、「もっと頑張ろう」というモチベーショ
ンでもあり、「みんなのよい点は吸収していこ
う」という参考でもありました。
　また、先生方にしっかりと指導し、見守って
いただけたことで、私たちも常に学習支援者と

2019年 3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2016年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数 12回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

日本

しての立場を忘れてはいけないという気持ちに
なりました。学生同士が集まると、気が緩むこ
ともありました。しかし、そうした点を先生方
に指摘していただき、学習支援者、そして一人
の大人としての責任を実感しました。責任ある
行動を心がけるべき場面はたくさんあるのだと
自覚し、改めて気を引き締めました。
　一方で、先生方がしてくださっていた、アウ
トリーチ活動当日の内容の計画、必要な資料や
荷物の準備、たくさんの細かい計画や準備など
のおかげで、私たちは草の根プロジェクトの活
動に参加することができました。このことに大
きな感謝の気持ちを伝えたいです。
　４年間の大学生活の中で、私が頑張ったとい
える充実した時間は「桜美林草の根国際理解教
育支援プロジェクト」です。卒業にあたり、改
めて大学生活を振り返ってみても、草の根プロ
ジェクトの活動に参加してよかったと思いま
す。参加前は、自分に自信がない部分もありま
したが、繰り返しの練習や復習によって改善点
や良い点が見えてきました。多くのことを学ぶ

ことができ、自分の中で大きな自信になりまし
た。しかし、こうした成長は自分ひとりの成果
ではないと改めて思います。共に活動した留学
生・日本人の学生メンバーや指導・支援してい
ただいた先生方。私たちの実施したアウトリー
チ教育プログラムに参加してくださった地域の
方々。こうした多くの方々のおかげで、自分の
視野が広がり、大きく成長できました。ここで
得た経験は、これから先、社会人として働いて
いく場面でも、自信を持って活かしていけると
感じています。
　学生生活の中でのとてもよい経験、そしてよ
い思い出でした。ぜひ、今後の学生メンバーの
みなさんもお互いに協働し、頑張っていってほ
しいです。そして、多くの経験を得て、充実し
た学生生活を送ってください。
　繰り返しになりますが、活動に関わっていた
だいた多くの方々に、この場を借りて改めて感
謝を伝えたいです。今まで本当にありがとうご
ざいました。

2017 年 10月 15日にユニコムプラザさがみはらで実施した世界の実物体験
ワークショッププログラムにて

2017年 5月 3日にパルテノン多摩キッズファクトリーで実施した世界の遊び
と衣装の出張博物館にて

2018 年 1月 21日にソレイユさがみで実施した世界の遊びと衣装の出張博物
館にて

2018 年７月９日に相模原市立鶴の台小学校で実施した世界の実物体験ワーク
ショッププログラムにて
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おざわ　ちほ
  小澤　 知歩

　私は 2015 年にリベラルアーツ学群に入学
し、2017 年の秋から草の根国際理解教育支援
プロジェクトに参加することを決めました。実
際に活動に携わったのは、大学生活の半分未満
という短い期間ですが、草の根プロジェクトで
の経験は、今の私を形成する大きな要素となっ
ています。
　草の根プロジェクトへ入るきっかけは、「面
白そう」という単純な思いです。当時、私は草
の根プロジェクトのエデュケーターである清水
先生の講義を受けており、プロジェクトの学生
が実際に地域の現場で活動している様子を見学
する機会がありました。同じ大学生でありなが
ら、その場で生まれた地域の方々の疑問に寄り
添いながら、それに応えていく学生スタッフを
見て、私の気持ちは「面白そう」から「やって
みたい」に変わりました。
　そうして、草の根プロジェクトでの活動が始
まりました。活動に参加するようになって、先
生方や同じ学生スタッフ、草の根プロジェクト
全体の考え方に何度も触れる機会がありまし

た。私が草の根プロジェクトで得たものを全て
言葉にして表現することはできないので、その
中からふたつを選び、ここに記します。
　まず一つ目は、人と人が協力して生きる方法
についてのヒントを得たということです。私の
知っている「国際理解」とは、国の名前や特産
品・土地の広さなど、各国の情報を知ることで
した。世界の広さを知ることが目的だと思って
いたのです。しかし、私が草の根プロジェクト
で学んだ国際理解教育は、人間同士が互いの文
化を尊重し、「そんな考え方やルールの地域も
あるんだ！」と一度受け止めて協力して生きて
いく。そんな、一人一人を大切に思う心のうえ
に成り立つものでした。
　活動を始めてしばらくは、過去の自分を振り
返り、反省したり、後悔したりしながら過ごし
ました。しかし、活動を進めていくうちに、「今
からでも自分は変わることができる」と思える
ようになり、次のことを考え始めました。それ
が二つ目の財産です。
　「誰かのために、自分にできることを模索す

2019年3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2016年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数23回

日本

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

る」という経験です。誰かの気持ちに応えよう
と、その場にあるあらゆるものを活かし、他者
と力を合わせて取り組むことです。これは、常
に先生方や学生スタッフのみんながお手本でし
た。特に意識したことは、「学習者にとって、
不要なものは取り除き、大切なものや必要なも
の、いい影響を与えるものを用意する」という
点です。当たり前のことかもしれませんが、こ
の対応には、確立されたマニュアルや正解があ
りません。例えば、活動中の子どもたちの目に
つくことで、その学習を邪魔してしまうような
ものがあります。その場の雰囲気や関係性と
いった目に見えないものにまでも気を配り、工
夫することが必要な場合もあります。
　また、この準備をするうえで難しいのは、「こ
れは取り除こう！」と思うものがメンバーによ
りそれぞれ異なるということです。しかし、全
ての意見を組み込むことはできません。ここで
もやはり話し合いが必要です。私たちは「誰の
ために」「何のために」「どのように」というキー
ワードを軸に、ワークショップに臨みました。

毎回、地域での活動をした後には反省点が出て
きます。しかし、誰の対応が正しかったか、正
しくなかったかということはありません。毎回
「今度こそ！」という気持ちを持ち、みんなと
の振り返りを活かし、活動しました。実際に活
動を行なった現場の子どもたちや地域の方々か
らいただく反応が、私の背中を押し続けてくれ
ていたのです。
　私は、草の根プロジェクトで学んだスキルと
たくさんの思い出や感情を持ち、支援を必要と
する人々に何ができるのか、これからも考え続
けていきます。まずは、仕事を通して、身近な
人から、そのようなことができればと思います。
場所や相手が変わっても、草の根プロジェクト
での学びは、私の中にしっかりと根ざしていま
す。
　最後に、清水先生、岩本先生、一緒に活動し
た学生スタッフのみなさん、活動を支えてくだ
さった皆様に感謝を申し上げます。とても楽し
い学びの時間をありがとうございました。

2018 年２月３日に横浜市立並木第一小学校で実施した世界の実物体験ワーク
ショッププログラムにて

2018 年 5月３日にパルテノン多摩キッズファクトリーで実施した世界の遊び
と衣装の出張博物館にて

2018 年７月 3日に本学第二国際寮で実施した異文化協働体験ワークショップ
「世界の学校」にて

2018 年 12月 16日に大和市国際化協会で実施した世界の遊びと衣装の出張
博物館にて
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 ごとう  ゆい
　後藤　優衣

　草の根プロジェクトのメンバーとして約２年
が経ちました。とても充実した活動の中で先生
方や仲間に恵まれ、自分自身の成長を実感する
ことができました。今、私が思うことは、多様
な人の学びのお手伝いができたことがとても嬉
しいということ、そして、世界の文化について
もっと知りたい、共有していきたいということ
です。
　私は一年次に留学し、さまざまな国籍の人と
出会い、文化の違いを経験しました。帰国後も
文化の違いを学び、留学生とも仲良くしたいと
思っていました。これが草の根プロジェクトに
入ろうと考えた理由です。また、博物館学芸員
課程の実習に向けて、自分がどのように他者へ
接したらよいか、どのような話し方をしたらよ
いか勉強したいと思ったこともあります。
　初めての活動は右も左もわかりませんでし
た。私は人前に出ることが苦手だったので、
「しっかりできるか」とネガティブに思うこと
もありました。特に、初めの頃は、自分に与え
られた役割をこなすことだけが頭の中をぐるぐ

る駆け巡っていました。
　事前に学習した「やさしい日本語」ができな
かったこと、活動のテーマを忘れてしまうこと
もありました。しかし、現場での活動を重ねる
うちに、活動するメンバーが何をしていて、自
分は今、何をすべきなのか、目的は何かなど、
だんだん考えられるようになりました。活動中
の視野が広くなりました。
　出張博物館、実物体験や異文化協働体験など
のワークショップは、草の根プロジェクトにあ
る実物資料を子どもたちと一緒に楽しむことが
できるプログラムです。子どもと留学生との距
離も縮む活動です。お互いに初めて会うのに、
他者が話しているときの子どもたちは「集中」
そのもので、自分から留学生や周りの子どもた
ちにコミュニケーションをとる姿も見られまし
た。子どもたちが興味をもって活動に参加して
くれること、草の根プロジェクトが伝える「聴
く」と「協働」を頑張ってくれることを嬉しく
感じました。私たちも留学生メンバーの話を聞
き、「なるほど」と思うことが多くあります。

2019年 3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2016年度秋学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数 14回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

日本

その場にいるみんなが「異文化から学ぶ」こと
を実践していると感じました。
　アウトリーチ活動終了後の振り返りは、苦手
なことでした。自分のできないことを恥ずかし
く思うこともありました。しかし、客観的に自
分を見ることで、悪い部分ばかりでなく、よい
部分やできている部分も見つけることができる
ようになりました。
　振り返りは自分ひとりで行うだけでなく、メ
ンバーと共に行いました。お互いのよい点を参
考にして次に活かそうとする、よいことだけで
なく問題点や課題も伝えあう、アドバイスしあ
う。そのような関係ができたと思います。先輩・
後輩など関係なく、草の根プロジェクトという
同じフィールドにいる学習支援者として意見を
言い合える仲間で、とても素晴らしい環境に自
分はいるのだと感じました。
　また、参加者からいただいたことばも思い出
します。アンケートの集計を行っていると、「ま
た遊びたい」「また来てね」というコメントが
数多く寄せられていました。留学生メンバーに

向けられたコメントには、私たちが見ても嬉し
くなる言葉が並んでいました。心が温かくなり、
この気持ちを共有したいと思いました。そして、
次も頑張ろうという活力になりました。
　草の根プロジェクトに入って、たくさんの人
と出会い、異文化を学ぶことができました。「博
物館実習に向けて」という思いは、いつの間に
かすっかり消えていました。他者との接し方や
話し方を学び、自分を客観的に見ることができ
るようになりました。また、世界のさまざまな
文化に触れ、興味が増しました。今後、出会う
人たちとお互いの文化について積極的に話がで
きれば、人とのつながりや視野は一気に広がる
と思います。
　私は、これから新たな「異文化」に身を置く
ことになります。草の根プロジェクトで学び、
身につけた「異文化間能力」を活かしていきた
いと思います。

2017 年 5月３日にパルテノン多摩キッズファクトリーで実施した世界の遊び
と衣装の出張博物館にて

2017 年 10 月 1日にさがみはら国際交流フェスティバルのため本学第二国際
寮で実施した世界の遊びと衣装の出張博物館にて

2017 年 10 月 15 日にユニコムプラザさがみはらで実施した世界の実物体験
ワークショッププログラムにて

2018 年２月 16日に町田市立山崎小学校で実施したワークショッププログラ
ムにて
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 パク イェウン
　朴　藝恩
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　私が初めて桜美林大学に来たのは 2015 年 3 月
末、交換留学生でした。その１年間が人生のターニ
ングポイントとなり、帰国して卒業したら編入しよ
うと決心しました。その後、2017 年 4月に再び桜
美林大学へ戻ってきました。
　交換留学のときとはだいぶ違い、単位を取るだけ
で精一杯だったのですが、私は授業以外に何か活動
したいと思っていました。そんなとき、偶然、交換
留学当時に友人になった呉くんと再会しました。そ
のとき初めて草の根プロジェクトについて知りまし

た。彼の体験談がきっかけで、草の根プロジェクト
の活動に興味がわきました。
　実は、以前、ある中学校へ行く機会がありました。
留学生が子どもたちに自文化を紹介し、彼らが日本
文化を教えるという活動でした。私なりに頑張った
のですが、彼らにはあいづちも質問もなく、ただじっ
と見ているだけでした。「意味のある交流だったの
か」と私は疑問を持ちました。ですから、草の根プ
ロジェクトでも同じような出来事が起きるのではと
心配しました。しかし、それは大間違いでした。
　私の初めての草の根プロジェクトの活動は、小学
生を集めて行った異文化協働体験ワークショップで
した。何も分からず、用意した内容をひたすら暗記
することばかり考えていました。しかし、清水先生
から「一方的に伝えるのではなく、子どもたちが楽
しくわかるように、私とおしゃべりしながら進めよ
う」と言われました。私は、子どもが興味を持てる
ようなトピックを考え、それをクイズにしました。
すると、子どもたちは元気いっぱいで、すごくいい
リアクションでした。私も、子どもたちとの交流は
もちろん、自文化についても改めて学ぶことができ
ました。そして、日本の学校文化にも触れることが
でき、さらに、他の留学生メンバーの文化も知るこ
とができました。いわば、「一石三鳥」です。この

2019年3月リベラルアーツ学群卒業

活動期間 2017年度春学期～2018年度秋学期

アウトリーチ教育プログラムの参加回数 12回

韓国

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

初めての経験が一番記憶に残っている思い出です。
　私たちはいつも地域の学校や公民館でワーク
ショップをするたびに、１か月も前から毎週ミー
ティングを行い、メンバーみんなで練習します。最
初は「なぜ、ここまでするのだろう」と思いました
が、その答えはいつの間にか理解できました。それ
は、どんなに練習しても計画どおりにはいかないか
らです。子どもの学びづくりはすぐにできないので
す。
　一番苦労したことであり、勉強になったことがあ
ります。それは、ブラジルのけん玉「チクタク」を
まねた工作のアクティビティです。私たち留学生が
チクタクの作り方を子どもたちに言葉（日本語）だ
けで伝えるという活動でした。普段は使わないよう
な単語や表現を学び、作り方を覚え、言葉だけで伝
える練習を何度もしましたが、実際やってみると難
しく、うまく伝えられませんでした。どうしても手
を出して手伝いたくなるのですが、私たちは最善の
言葉で伝える努力をしました。
　これは、ただの伝言ゲームではなく、教育的な意
味のあるアクティビティです。子どもができないか
らといって大人が手伝ってしまうと、子どもの創意
的な思考力を阻害すると聞いたことがあります。子
どもたちが一生懸命考えて自分でやってみるという

ねらいがあります。
もうひとつは、草の根プロジェクトで先生方がいつ
も子どもたちに話している「協働」です。子どもた
ちは、私たち留学生の話す言葉に耳を傾け、一生懸
命理解しようと協力します。子ども同士でも教え
合ったり、助け合ったりします。
　この「協働」は私の変化でもあります。私は、大
人数でいるより少人数や一人でいることを好む性格
です。いろいろな活動でいろいろな人と出会い、ミー
ティングやワークショップなどの集団の活動を通じ
て、協働に対する苦手意識が徐々に消えていった気
がします。一人で悩み、解決しようと抱え込むより、
誰かとお互いに思いやり助け合うことが大切だと気
づきました。
　私は草の根プロジェクトでいろいろな人に出会
い、さまざまな活動をすることができ、本当に幸せ
でした。草の根プロジェクトのおかげで、自分の視
野が広がり、世界のいろいろなことを理解・尊重で
きるになりました。私にとって貴重な経験でした。
一緒に卒業するメンバーや後輩たち、みんなの将来
を応援しています。先生方、今まで本当にありがと
うございました。これからも草の根プロジェクトを
よろしくお願いします。

2017 年 10 月 1日にさがみはら国際交流フェスティバルのため本学第二国際
寮で実施した世界の遊びと衣装の出張博物館にて

2017 年 11 月 25 日に「武蔵野市土曜学校世界を知る会ジュニア」として実
施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて

2017 年 11月 22日に相模原市立富士見小学校で実施した国際学生訪問ワー
クショッププログラムにて

2017 年 12月 16日に相模原市立田名公民館の「おもてなしカレッジ」とし
て実施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて
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ペロニオ　   ミランダ
PELONIO　Miranda

　2017 年の秋学期、桜美林大学での留学を始
めたとき、私は日本での生活をできるだけ生か
したいと考えていました。日本人の大学生ばか
りでなく、子どもから高齢者までいろいろな日
本人と話したり交流したりしたかったので、草
の根プロジェクトで活動することは理想的に思
えました。
　最初の学期、私の日本語は下手でしたし、生
活にもまだ慣れていませんでした。アメリカで
はいろいろなボランティア活動をしたことがあ
りましたが、日本で活動することには少し不安
がありました。けれども、草の根プロジェクト
のおかげで、私の留学生活は本当によいものに
なったと思っています。
　はじめ、私は草の根プロジェクトのことを
よく理解していませんでした。だから、実は、
ちょっと残念だと思ったこともありました。留
学生メンバーと日本人学生メンバーのミーティ
ングが別々で、あまり会う機会がなかったこと
です。正直なことを言うと、留学したばかりの
当時、私が一番優先して考えていたことは、日

本人の友だちづくりでした。だから、プロジェ
クトに入ることを渋る気持ちもありました。日
本人の友だちをつくるなら、何かほかのサーク
ルのほうがいいかもしれないと思ったこともあ
りました。
　しかし、そんな期待とは違っていたのに、草
の根プロジェクトに入って活動を続けて、心か
ら本当によかったと思っています。いろいろな
国・ことばの留学生メンバーとすごく親切な先
生たちと一緒に活動しました。地域でのワーク
ショップのために、私たちはミーティングをた
くさんしました。そのなかで、教科書の日本語
ではないコミュニケーションがいろいろできま
した。ワークショップのための練習だったのに、
それは本当にいい勉強になったし、これからの
私に役に立つことがたくさん学べました。草の
根プロジェクトでの活動は特別で、本当に貴重
な経験でした。
　私にとって最初のアウトリーチ活動は、ある
地域でのワークショップでした。そのとき、私
は子どもたちにいろいろな国の遊び道具の使い

ルコネッサンスジャパンプログラム
活動期間 2017年度秋学期
アウトリーチ教育プログラムの参加回数 ２回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

アメリカ

方を説明することができました。大学生と子ど
もの言葉やコミュニケーションは全然違いま
す。さらに、英語がわかる大学生と、英語がわ
からない子どもたちは、もっと違います。日本
の子どもたちとコミュニケーションができたの
で、私の自信は大きくなりました。そして、ワー
クショップに参加した子どものお母さんからの
質問にも答えることができました。そんなこと
ができた自分が信じられないくらいです。
　そのワークショップの経験のおかげで、私は
恐れることなく、日本語を使って活動すること
にますます挑戦するようになりました。子ども
たちと過ごすことは非常に楽しく、自分の日本
語は「大丈夫だ」という自信が得られました。
その後も活動を続け、さらにほかにもいろいろ
なボランティア活動をやってみました。草の根
プロジェクトの活動をはじめ、桜美林大学での
ボランティア活動は、私の留学生活の一番大切
な経験だったと思っています。
　桜美林大学で学ぶ留学生のみなさんに草の根
プロジェクトで活動することをおすすめしたい

です。草の根プロジェクトで一緒に活動する人
たちは、留学生も日本人学生もみんなすごく優
しいです。日本語の練習にもなります。草の根
プロジェクトのアウトリーチ活動は非常に貴重
なものです。日本語でたくさんコミュニケー
ションをしたい人、日本のコミュニティーへの
参加を経験したい人、日本語が上手になりたい
人、ぜひ活動してみてください。

2017 年 11 月 18 日に「武蔵野市土曜学校世界を知る会ジュニア」として実
施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて

同左  子どもたちにインドネシアの竹コマの回し方を伝える

2017 年 12 月 16 日に相模原市立田名公民館の「おもてなしカレッジ」とし
て実施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて

同左  一人一画ずつ書き入れていく「リレー書道」
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　2018 年の４月から８月まで、私は留学生として
桜美林大学で学びました。短い時間でしたが、私は
この学園で素敵な人たちに出会いました。
　草の根国際理解教育支援プロジェクトとの出会い
は、３回目のオリエンテーションでした。会場でプ
ロジェクトのチラシをもらいました。私は台湾の大
学で教育を専攻しているので、日本にいる間に必ず
教育に関わる活動に参加しようと決めていました。
だから、そのチラシを見たとき、心がわくわくしま
した。
　初めて草の根プロジェクトに行ったとき、とても
緊張していました。私の日本語は下手なので、迷惑
をかけるかもしれないと思っていました。でも、先
生とほかの留学生のメンバーは私に優しく説明して

ルコネッサンスジャパンプログラム
活動期間 2018年度春学期
アウトリーチ教育プログラムの参加回数2回

台湾

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより

－私の経験と学びー

くれました。毎年、草の根プロジェクトが主催する
「夏のスペシャルプログラム」というワークショッ
プに参加することをすすめてくれました。そのこと
を本当に感謝しています。
　そのプログラムは、私が草の根プロジェクトで参
加することができた唯一の活動なので、深く印象に
残っています。そのワークショップには面白いコ
ミュニケーションゲームがありました。それは、子
どもたちが知らない物について留学生が伝えるアク
ティビティです。ただし、ジェスチャーは使わず、
日本語で話すことしかできません。だから、私は一
生懸命に日本語で子どもに伝える説明を練習しまし
た。当日までの一週間は、たぶん私が日本にいた間
で一番必死に頑張った時期だった思います。
　でも、私が得たことは言語的な成果だけではあり
ません。教育の方法についてもいいことを発見しま
した。それは、初めて聞いた「たし算」と「かけ算」
というものです。実は、そのふたつは「聴く」と「協働」
でした。それは、私たち学生にとっても、とてもす
ごく重要なことでした。私も先生になったら、子ど
もたちに「聴く」と「協働」の重要性を教えたいと、
時々考えていました。しかし、効果的な方法が分か
りませんでした。この「たし算」と「かけ算」とい

う考え方を知ったとき、私は「これはいいアイデア
だ」と思いました。将来、きっと私も教育の現場で
使えるはずです。
　「夏のスペシャルプログラム」は一日で終わりま
した。私は子どもたちとお互いに緊張から始まり、
徐々に慣れて心を開き合い、一緒に笑うことができ
るようになっていました。このワークショップの始
めから終わりまでの全ての過程は、私にとって楽し
くて貴重な経験でした。
　草の根プロジェクトでの活動を通して得られた、
自分の限られた日本語のせいでうまく伝えられない
悔しさも、子どもたちと一緒に遊ぶ嬉しさも、メン
バーからのたくさんの励ましも、すべてが私の経験
です。こんなにも素敵な経験によって、私は成長し
ました。今でも草の根プロジェクトに参加したこと
は、いい体験だったと思っています。そこで私はた
くさんのことを学んだし、いろいろな人と出会えた
し、思い出もいっぱいできました。
　草の根プロジェクトで得た経験を活かし、大学卒
業後はいい小学校教師になりたいと思います。本当
にありがとうございました。

2018 年７月 3日に本学第二国際寮で実施した異文化協働体験ワークショップ
「世界の学校」にて

同左　実施に携わったメンバーと

2018 年７月 3日に本学第二国際寮で実施した異文化協働体験ワークショップ
「世界の学校」にて

同左 同じグループになった学生・子どもで互いの名前を覚えるゲーム
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ジェラルド　ケーモン
GERALD　  Kaymon

     After being accepted in the Reconnaissance 
Program for the Fall 2018 semester, J.F. 
Oberlin became my new home from August 
2018 to January 2019. Ever since I was a child, 
I was always interested Japanese pop culture 
such as anime and manga. As I got older, 
my curiosity about Japan continued to grow, 
ultimately leading me to study more about 
the language and culture. With a minor in 
Asian Studies, I decided that studying abroad 
in Japan would further improve my Japanese 
language and understanding of the culture. 
     Coming to Japan being the only person 
from my school was very nerve-racking. 
Going to a new country with a completely 
different language, currency, and culture was 
very overwhelming. Looking back on my 
experience, I realized that the feeling of being 
outside my ‘comfort zone’ pushed me to get 
out and be active on my campus and in my 
community. During my orientation, I received 
information about Oberlin’s Kusanone Project. 
Participating in different workshops teaching 
Japanese children about my culture seemed 
like a very rare and interesting opportunity. By 
joining this club, I could interact with locals 
in a fun way teaching them about my culture 
while also learning about theirs. With my 
limited Japanese skills, teaching kids about 
American culture in Japanese seemed like a 
very daunting task. Even still, I decided to 
attend their meetings and to my surprise, the 
members of Kusanone Project welcomed me 

with open arms. 
     Joining this club allowed me to make 
great friends and meet people from all around 
the world. With many of the members also 
being foreign exchange students, we often 
had very interesting conversations about our 
cultural differences and our new lives in Japan.  
Joining this club also helped me grow as a 
person. Being surrounding by many different 
kinds of people allowed me to be very open 
minded to new ideas. From struggling with 
a simple introduction to explaining a step-
by-step process of building a Brazilian toy, 
my Japanese has also improved by leaps and 
bounds. Although my time in Japan was very 
short, I have learned so much from being 
involved with the Kusanone Project. None 
of this would have been possible without the 
support of my family, friends, and teachers. 
Thank-you all so much for your support.

　2018 年秋学期、私は交換留学生として桜美林大
学で学びました。子どもの頃からずっと日本の文化
に興味があって、日本語を勉強することが大好きで
した。だから、日本のことをもっと詳しく知り、日
本語を上達させるために、留学しました。
　私は、自分の大学からたった一人で桜美林大学に
来ました。知り合いもおらず、不安しかありません
でした。しかし、オリエンテーションのとき、いろ
いろな資料をもらい、その中で草の根プロジェクト
のことを知りました。日本の子どもたちに私の文化
を紹介しながら、日本語と日本の文化を学ぶことは、

ルコネッサンスジャパンプログラム
活動期間2018年度秋学期
アウトリーチ教育プログラムの参加回数 ３回

2018年度に卒業・帰国した学生スタッフより
－私の経験と学びー

アメリカ

とても面白そうだと思いました。目標も達成できる
し、一番得るものがあると思ったので、草の根プロ
ジェクトを訪ねてみることにしました。
　まだ日本語がうまく話せなかった私は、とても緊
張していました。しかし、私の印象に残っているこ
とは、先生方と他の留学生が優しくて挨拶してくれ
たことです。先生が草の根プロジェクトについて詳
しく話してくださるのを聞いて、私はもっと興味を
持ちました。
　草の根プロジェクトには、世界中のいろいろな物
がたくさんあります。初めてのミーティングのとき、
こまやけん玉などいろいろな遊び道具を体験しまし
た。日本にある遊び道具は世界の国々にもあります。
少し違う形をしていますが、他の国にも同じような
遊び道具があるのです。そのことだけでも、とても
不思議だと思いました。そして、私の文化について
子どもたちに教えることはいい経験になるはずだと
思ったので、草の根プロジェクトのメンバーになろ
うと決めました。
　地域でのアウトリーチ活動のために、私たちメン
バーは毎週一回集まります。ミーティングでみんな
とワークショップの計画や準備をします。そのミー
ティングの最もよいことは、いろんな国の人たちと
話ができることです。友だちが作れることはすごく
いいことです。そして、みんなとの話の中で、私に
はたくさん気づいたことがありました。私は、アメ
リカ人にとっての「当たり前」を考えたことがあり
ませんでした。しかし、日本の生活に慣れ、メンバー
と交流しながら、アメリカ独自の文化やほかの国と
の違いにだんだん気づくようになりました。お互い
の国の言葉、習慣、ジェスチャー、迷信などを学び、
とても楽しかったです。
　ついに、初めてのワークショップの日が来ました。
日本人の子どもと一度も話したことがなかったの
で、私はとてもワクワクしていました。子どもたち
の話す言葉を理解できるか、逆に、私の言うことを
子どもたちが理解できるか、ずっと気にしていまし
た。子どもたちは興奮して早口で話したり、何人か
が同時に話したりして、私には何を言っているのか
分からないときもありました。しかし、子どもたち

みんなと努力して、グループ活動がうまくいきまし
た。グループの子どもたちは、日本語が母語ではな
い私たち留学生のことばをちゃんと聴かなければい
けません。「耳」＋「目」＋ 「心」で「 聴く」、そして、
その一人一人の聴く「力」をかけると（×）「協働」
になります。それは、人間のとても重要なスキルだ
と、私にとっても勉強になりました。
　次のワークショップは、さらにうまくいったと思
います。私にとって一番楽しかった活動です。中高
生たちへのワークショップでした。その計画を初め
て聞いたとき、すごく緊張しました。「触察伝言ゲー
ム」というアクティビティを知った時、さらに緊張
しました。先生が選んだ実物資料を留学生と子ども
たちに見えないように箱に入れます。グループリー
ダーの留学生は、その箱に手を入れて、その物がど
んなものか触って調べます。そして、それがどんな
形をしているか、大きさはどのぐらいか、どんな手
触りだったか、子どもたちに言葉で表して伝えます。
私の限られた日本語で、どのように言い表したらよ
いか、とても悩みました。しかし、清水先生が私の
悩みを理解し、励ましてくださいました。うまく説
明できるか不安でしたが、先生がいくつか擬音語や
形容詞を教えてくださり、私は安心して活動に臨み
ました。新しく知った単語を覚えるために、私は毎
日練習して当日を迎えました。本番では、グループ
のこどもたちが私の言い表したものをちゃんと見つ
けました。それは、最もいい思い出として心に残っ
ています。
　短い間でしたが、草の根プロジェクトで活動し
て、私はいろいろなことを学んだし、たくさんの留
学生や日本人学生と出会いました。草の根プロジェ
クトで得たものは、やはり「自信」だと考えていま
す。私はこれまで２年間日本語を勉強してきました
が、まだ分からないことがたくさんあります。それ
でも、先生方やメンバーのみんなと協力して頑張り
ました。草の根プロジェクトに参加して、とてもよ
かったと思っています。思い出がいっぱいです。先
生方、メンバーのみんな、心からありがとうござい
ました。「草の根プロジェクト、これからも頑張っ
て続けてください！」とみんなに伝えたいです。

2018 年 10 月 20 日に「武蔵野市土曜学校世界を知る会ジュニア」として実
施した異文化協働体験ワークショッププログラムにて

2018 年 11 月 24 日に青梅市国際理解講座で実施した国際学生訪問ワーク
ショッププログラムにて
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　ここに草の根プロジェクトの年報『草の根国際理解教育支援プロジェクトのあゆみ vol.7 
2018 年度』をお届けいたします。前半では、広報活動の展開とその反応、また、それに対
する新たな取り組みとしてワークショップのパッケージメニュー化の方針について述べまし
た。パッケージ化はこれまで蓄積してきたチエ・ワザの一部を具体的な形として示す作業と
いえるでしょう。既に完成している５つのメニューのほかにも、我々の引き出しにはこれま
でワークショップで実施してきたいくつものアクティビティがあります。それらを組み合わ
せてパッケージ化する作業は、非常に楽しくやりがいのあるものです。ワークショップの中
身を「見える化」することで、地域からの依頼のハードルが低くなると思います。そして、
より広く効率的にワークショップを実践することが可能となり、地域の教育に益々貢献でき
るものと期待しています。
　また、本誌は、全体の１/３ほどを卒業・帰国する 11名の学生によるエッセイが占める
こととなりました。1997 年度の発足後、間もなくして始まった本プロジェクトにおける活
動を授業の課題としてリンクさせる取り組みは、2012 年度で終了しました。したがって、
授業を通して本プロジェクトに参加することで得られる「単位」という明確な見返りもなく
なりました。それ以来どのくらいの学生が参加するのか、という不安をいつも抱えながら学
期始めを迎えてきました。しかし、学内のさまざまな授業等と連携し、本プロジェクトに対
する理解が広がり、協力を得ていくことで、これまで途切れることなくそれぞれに志を持っ
た学生と出会い、助けを得ることができました。ここにエッセイを寄せてくれた個性豊かな
メンバーも、一人ひとりが持っている力を活かして大いに活躍してくれました。心から感謝
するとともに、本プロジェクトで得た経験がこれからの糧になることを切に願います。
　このように本プロジェクトは、今後もヒト、モノ、チエ・ワザを最大限に活かした学びを
提供することで、学内外の教育現場に貢献してまいります。

岩本　貴永

編集後記
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